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の大学 1 ～ 4 年生 4,911 名（留学生・社会人経験者を除く）である。第 1 回目の調査は 2008 年

















　「大学入試センター は 6日，1 月に実施したセンター 試験の本試験の最終集計結果を発表した。
古文が源氏物語から出題されるなどした国語の平均点は，200 点満点で 98.67。過去最低だっ
















































































































































































　文化庁は，平成 17 年度「国語に関する世論調査｣8）を実施した。調査時期は平成 18 年 2 月




とが読み取れる。平成 23 年度の調査 10）では「社会生活を営む上で敬語を使いたい｣と回答した
のは全体の 95.0%で 17 年度の調査より3 ポイント増加している。調査時期は平成 24 年 2 月18




































































































259第 9 号　2014（平成 26）年度
文章指導及び口頭表現指導に関する一考察
り，手ぶり，声の強弱などができているか細かく採点した。
　敬語の種類と用法につては満点が 5 名，1 箇所間違えが 1 名，2 箇所間違えが 10 名，3 箇所
間違えが1名，4箇所間違えた学生が1名であった。多くの学生は2箇所までの間違えで済んだ。



































































































































































































































































































　評定結果は「A.とても満足した｣2 名，「B.満足した｣10 名，「C.どちらともいえない｣5 名，「D.不満
だった｣1 名であった。
　「A.とても満足した｣「B.満足した｣と答えた学生の割合は約 65%であった。しかし，
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